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二
〇
二
一
年
度 

教
養
学
部
長
と
の

懇
談
会
に
つ
い
て

村
松
真
理
子

「
東
大
駒
場
友
の
会
」
は
こ
の
春
も
多
く
の
新
入

生
の
保
護
者
の
皆
様
を
新
会
員
と
し
て
お
迎
え
し
ま

し
た
。
春
の
行
事
と
し
て
恒
例
の
「
新
入
生
保
護
者

と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
」
を
四
月
十
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
状
況
を
考
慮
し
、
今
年
度
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
し
た
た
め
、

昨
年
同
様
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
ま
さ
に
全
国

か
ら
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
最
大
時
三
〇
〇
弱

の
接
続
数
で
し
た
。
今
春
は
当
会
が
一
般
社
団
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
て
か
ら
最
多
の
新
入
生
保
護
者
の

入
会
者
を
お
迎
え
し
、
そ
の
多
く
の
方
々
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
家
族
で
の

視
聴
も
あ
わ
せ
る
と
、
従
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
に
比
べ
て
も
非
常
に
多
く
の
方
に
、
全
国
津
々

浦
々
か
ら
、
広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
た
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
会
長
・
浅
島
誠
本
学
名
誉
教
授
の

歓
迎
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
当
会
の
趣
旨
・
活
動
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
森
山
学
部
長

の
ご
講
演
。
教
養
教
育
の
精
神
や
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
趣
旨
や
、キ
ャ

ン
パ
ス
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
の
紹

介
と
併
せ
、
感
染

症
流
行
に
あ
た
っ

て
の
大
学
・
学
部

の
考
え
方
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
駒
場
で
夢
中

に
な
っ
た
音
楽
や
、
そ
の
情
熱
が
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス

語
や
文
化
人
類
学
の
勉
強
に
打
ち
込
む
こ
と
に
発
展

し
て
い
き
、
ど
の
よ
う
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
へ
の
留
学

や
現
在
ま
で
の
ご
研
究
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
に
つ

い
て
が
語
ら
れ
、
駒
場
で
過
ご
す
時
間
が
学
問
の
世

界
と
社
会
に
旅
立
つ
に
あ
た
っ
て
ど
ん
な
に
貴
重
な

も
の
か
、
熱
の
こ
も
っ
た
お
話
し
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
キ
ャ
ン
パ

ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」
で

し
た
。
昨
年
、
当
会
が
教
養
学
部
と
共
同
で
制
作
し

た
動
画「
二
〇
二
〇
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」か
ら
、

普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

「
地
下
通
路
」
や
時
計
塔
上
空
の
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の

見
晴
ら
し
、
さ
ら
に
一
九
三
五
年
の
渋
谷
の
町
も
見

え
る
第
一
高
等
学
校
の
駒
場
移
転
時
の
記
録
映
像
な

ど
興
味
深
い
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
一
高
時
代
か
ら
の
駒
場
の
変
遷
に
つ
い
て
、
気

鋭
の
国
文
学
者
（
源
氏
物
語
）
田
村
隆
先
生
が
、
貴

重
な
資
料
や
写
真
を
ま
じ
え
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
ズ
ー
ム
」
の
「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
」
機
能
を
用
い
、
文
理
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
三
〇
人
の
現
役
教
員
ひ
と
り
に
つ
き
一
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

懇
談
の
時
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
教

育
・
研
究
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
か
ら
学
生
の
授

業
風
景
ま
で
、
親
し
く
保
護
者
の
皆
様
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
若
葉
と
花
々
の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
実

際
に
現
役
教
員
や
学
部
長
の
肉
声
を
聞
い
て
い
た
だ

き
、
食
事
と
懇
談
を
一
緒
に
楽
し
む
例
年
の
形
で
の

開
催
は
残
念
な
が
ら
本
年
も
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
教
養
学
部
と
そ
の
自
然
や
歴
史
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
紹
介
し
、
教
員
と
直
接
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

語
り
合
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
キ
ャ
ン
パ
ス
で
皆
様
と
出
会

う
日
を
心
待
ち
に
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
現
在
進
行

中
の
教
育
研
究
を
紹
介
し
、
会
員
の
皆
様
と
駒
場
を

つ
な
ぐ
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
用
い
た
新
し
い
試
み
を
今
後
も
行
い
ま
す
の
で
、

ご
感
想
や
ご
希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
東
大
駒
場
友
の
会
事
務
局
長　
総
合
文
化
研
究
科
教
授
）

社
員
総
会
と
活
動
報
告
会
に
つ
い
て

六
月
十
二
日
（
土
）、
今
年
度
の
「
社
員
総
会
・

理
事
会
・
活
動
報
告
会
」
を
、
昨
年
同
様
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。例
年
好
評
の「
懇

親
会
」
は
、
当
会
理
事
、
教
養
学
部
長
、
教
員
、
会

員
の
皆
様
と
が
集
い
語
ら
う
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
す

が
、
今
回
も
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
社
員

総
会
で
は
、
今
年
度
の
行
事
の
開
催
形
式
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の
会
員
の
皆
様
に

も
よ
り
多
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
好
機
と
と
ら
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
駒
場
の
教
育
研
究

活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
企
画
立
案
を
す
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

「
活
動
報
告
会
」
の
配
信
に
先
が
け
て
行
わ
れ
た

社
員
総
会
で
の
審
議
を
受
け
、
理
事
会
で
浅
島
誠
会

長
の
議
事
進
行
に
よ
り
協
議
・
承
認
さ
れ
た

二
〇
二
〇
年
度
事
業
・
会
計
報
告
と
二
〇
二
一
年
度

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
こ
こ
に
ご
報
告
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告

Ⅰ　

懇
談
会
・
講
演
会
の
開
催
（
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
を
活
用
）、
そ
の
他
の
事
業

一　

新
入
生
ご
父
母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
三
日
の
予
定
を
九
月
十
九
日
に
延
期
）

二　

味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
十
一
月
八
日
）

三　

秋
の
講
演
会
（
十
二
月
十
二
日
）

四　

金
曜
特
別
講
座
（
受
講
案
内
、
申
込
受
付
）

五　

学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

Ⅱ　

寄
付
事
業
の
推
進 

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
に
加
え
、
特
例
的
に
「
コ

ロ
ナ
対
策
支
援
へ
の
寄
付
」
事
業
を
実
施
し
、
会
員

有
志
や
未
入
会
の
新
入
生
父
母
か
ら
合
わ
せ
て
四
、

〇
五
九
、〇
〇
〇
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
主

な
寄
付
先
と
使
途
は
以
下
の
通
り
。
駒
場
図
書
館
学

生
用
図
書
（
九
九
九
、九
六
〇
円
）、
三
鷹
国
際
学
生

宿
舎
院
生
会（
十
八
万
円
）、学
生
団
体
へ
の
支
援（
二

団
体
へ
合
計
二
八
〇
、四
〇
〇
円
）、
駒
場
祭
協
賛

（
四
〇
万
円
）、
駒
場
博
物
館
（
特
別
展
広
報
活
動
支

援
、
六
九
五
、四
二
〇
円
）、
一
高
向
陵
碑
（
農
学
部
）

改
修
費
（
一
八
四
、八
〇
〇
円
）。
寄
付
事
業
経
費

二
四
一
、九
三
一
円
と
合
わ
せ
、
寄
付
支
出
の
合
計
は

二
、九
八
二
、九
五
一
円
と
な
っ
た
。
※
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⅲ　

広
報
活
動

一　

会
報
第
三
五
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
十
五
日
）、

第
三
六
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
十
五
日
）

二　
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

 
h

ttp
s://tom

on
ok

ai.c.u
-tok

yo.ac.jp
/

Ⅳ　

会
員
数

二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）　

終
身
会
員

一
六
一
名
、
通
常
会
員
三
四
二
名
、
会
友
会
員
二
、
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二
八
一
名
（
合
計
二
、七
八
四
名
）。
一
高
同
窓
会
会

員
一
五
七
名
、
東
高
同
窓
会
会
員
六
〇
名
。

Ⅴ　
理
事
会
・
社
員
総
会
や
会
議
の
開
催

一　
理
事
会
・
社
員
総
会
の
開
催
（
六
月
十
三
日
）

二　

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催
（
六
月
八
日
、

十
月
二
九
日
、
一
月
二
五
日
、
三
月
八
日
※
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一　

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
済
）

二　

講
演
会
等
の
開
催　

主
催
講
演
会
の
開
催
は

じ
め
教
養
学
部
や
研
究
室
主
催
の
社
会
連
携

的
文
化
行
事
へ
の
協
力

三　

主
催
行
事
「
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
」

四　

音
楽
活
動
の
支
援
（
教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委
員

会
、
ピ
ア
ノ
委
員
会
と
協
力
し
開
催
形
式
を
検

討
）

Ⅱ　

寄
付
事
業
の
推
進 

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
寄
付

金
を
活
用
し
、
教
養
学
部
お
よ
び
学
生
団
体
へ
の
寄

付
、
教
員
か
ら
の
事
業
提
案
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
、
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
等
の
教
育

研
究
の
環
境
の
向
上
と
多
様
化
に
協
力
す
る
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
で
必
要
と
な
る
支
援
を
教
養
学

部
と
連
携
し
行
う
。

Ⅲ 

広
報
活
動

一　

会
報
第
三
七
号
、
第
三
八
号

二　
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト 

Ⅳ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一　

理
事
会
・
社
員
総
会
・
活
動
報
告
会
の
開
催

（
六
月
十
二
日
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
済
）

二　

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催
（
年
四
回
）

二
〇
二
〇
年
度
決
算
は
別
紙
、
二
〇
二
一
年
度
予

算
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
を
つ
く
る　
「
宇
佐
美
圭
司

　
よ
み
が
え
る
画
家
」展

加
治
屋
健
司

二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
東
京
大
学
主
催

の
展
覧
会
「
宇
佐
美
圭
司　
よ
み
が
え
る
画
家
」
が

駒
場
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
。
展
覧
会
の
企
画
者
の

一
人
と
し
て
、
開
催
の
経
緯
、
展
覧
会
の
概
要
や
反

応
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。

こ
の
展
覧
会
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
に
判
明
し
た

絵
画
の
廃
棄
処
分
に
端
を
発
し
て
い
る
。
ご
承
知
の

方
も
多
い
と
思
う
が
、
長
ら
く
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
食
堂
に
か
け
ら
れ
て
い
た
宇
佐
美
圭
司
の
絵
画

《
き
ず
な
》（
一
九
七
七
年
）
が
、
前
年
の
中
央
食
堂

の
改
修
工
事
の
過
程
で
廃
棄
処
分
さ
れ
た
事
件
で
あ

る
。
私
は
学
内
の
数
少
な
い
現
代
美
術
の
研
究
者
と

し
て
対
応
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
学
内
の
文
化
資

産
の
管
理
体
制
を
検
討
す
る
会
議
に
参
加
し
た
り
、

宇
佐
美
の
活
動
や
文
化
資
源
の
あ
り
方
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
、
作
品

が
失
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
に
は
宇
佐
美
の

絵
画
を
実
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
駒
場
博
物
館
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
、
館
長
の
三
浦
篤
教
授
、
博
物
館
の
折
茂
克
哉
助

教
と
と
も
に
企
画
・
実
施
を
担
当
し
た
。

展
覧
会
は
当
初
、
二
〇
二
〇
年
秋
に
実
施
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

た
め
延
期
し
、
二
〇
二
一
年
四
月
十
三
日
〜
二
七
日
を

学
内
公
開
期
間
、
四
月
二
八
〜
六
月
二
七
日
を
一
般

公
開
期
間
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
四
月
二
五
日

に
東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
め
一
般
公

開
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
ず
、
実
際
に
一
般
公
開
が
始

ま
っ
た
の
は
七
月
一
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
、
会
期
の

終
わ
り
を
八
月
二
九
日
ま
で
延
長
し
て
、
当
初
予
定

し
て
い
た
通
り
二
か
月
間
の
一
般
公
開
を
行
っ
た
。

本
展
覧
会
は
、
作
品
数
十
一
点
の
小
規
模
な
展
示

で
あ
る
。
駒
場
博
物
館
が
所
蔵
す
る
マ
ル
セ
ル・デ
ュ

シ
ャ
ン
の
《
花
嫁
は
彼
女
の
独
身
者
た
ち
に
よ
っ
て

裸
に
さ
れ
て
、さ
え
も
》（《
大
ガ
ラ
ス
》
東
京
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
）（
一
九
八
〇
年
）
以
外
は
、
全
て
宇
佐
美
の

作
品
で
あ
る
。
点
数
は
少
な
い
が
、
宇
佐
美
の
長
年

の
活
動
全
体
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
指
し
、
宇
佐
美

の
主
な
時
代
の
絵
画
を
集
め
、
珍
し
い
彫
刻
作
品
も

展
示
し
た
。

こ
の
展
覧
会
の
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
は
、
作
品

の
再
制
作
で
あ
る
。
ま
ず
、
失
わ
れ
た
《
き
ず
な
》

の
再
現
画
像
を
作
成
し
た
。《
き
ず
な
》
は
正
面
か

ら
高
解
像
度
で
撮
影
し
た
写
真
が
な
か
っ
た
た
め
、

知
人
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
写
真
や
資
料
な
ど

を
も
と
に
画
像
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
《L

aser: 

B
eam

: Join
t

》（
一
九
六
八
年
）
を
再
制
作
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
用
い
た
世
界
最
初

期
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
宇
佐
美
の
重
要
作

品
で
あ
り
な
が
ら
、
三
〇
年
近
く
展
示
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
再
制
作
に
あ
た
っ
て
総
合
文
化
研
究
科
の

久
我
隆
弘
教
授
と
竹
内
誠
助
教
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
お
二
人
は
レ
ー
ザ
ー
の
専
門
家
で
あ
る
。
文
理

を
問
わ
ず
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
協
力
を
得
ら
れ

る
の
は
駒
場
な
ら
で
は
で
あ
ろ
う
。

再
制
作
は
、
芸
術
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
複

製
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
作
品
の
保
存
修
復
な
ど
を

考
察
す
る
上
で
、
近
年
、
研
究
上
の
重
要
な
論
点
に

な
っ
て
い
る
。
展
覧
会
は
、《
き
ず
な
》
と
《L

aser: 

B
eam

: Join
t

》
の
二
作
品
を
、
同
じ
く
再
制
作
さ

れ
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
の《
大
ガ
ラ
ス
》
東
京
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
と
と
も
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
現
代
美
術
に
お
け

る
再
制
作
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
、
な
か
な
か
一

般
公
開
で
き
ず
も
ど
か
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は

お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
。
来
場
者
は
二
二
〇
〇
名

を
超
え
、
多
く
の
方
に
観
て
い
た
だ
い
た
。
会
期
中

に
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
四
回
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
延
べ
五
〇
〇
名
近
い

方
々
が
参
加
し
て
く
れ
た
。

多
く
の
新
聞
や
雑
誌
が
展
覧
会
を
取
り
上
げ
て

く
れ
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
。
朝
日
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
読
売
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
東
京
大
学
新
聞
、

『
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
』、ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
『
ア
ー

ト
ス
ケ
ー
プ
』、
ウ
ェ
ブ
版
『
美
術
手
帖
』、
ウ
ェ
ブ

版
『F

rieze

』（
英
国
の
美
術
雑
誌
）
な
ど
で
あ
り
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
。
毎
日
新
聞
は
、
記
者
に
よ
る
展

覧
会
評
に
加
え
て
、
高
階
名
誉
教
授
が
連
載
コ
ラ
ム

で
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
朝
日
新
聞
は
展
覧
会
評

だ
け
で
な
く
、
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
し
た
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
書
評
も
掲
載
し
て
く
れ
た
。

展
覧
会
が
終
わ
り
、
絵
画
廃
棄
処
分
事
件
へ
の
対

応
と
し
て
は
一
区
切
り
つ
い
た
と
言
え
る
が
、
ま
だ

や
る
べ
き
作
業
は
残
っ
て
い
る
。
学
内
の
文
化
資
産

の
管
理
体
制
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
あ
る
し
、
宇

佐
美
の
再
評
価
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
大
学

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
現
代
美
術
の
研
究
者
と
し
て

今
後
も
必
要
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

最
後
に
な
る
が
、
東
大
駒
場
友
の
会
に
は
、
展
覧

会
を
開
催
す
る
た
び
に
チ
ラ
シ
の
印
刷
費
等
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回
も
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
等
の
デ
ザ
イ
ン
料
と
印
刷
費
を
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

総
合
文
化
研
究
科
教
授　

 

超
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東
の
橄
欖　
西
の
オ
リ
ー
ブ田

村　
隆

オ
リ
ー
ブ
は
柏
と
と
も
に
旧
制
第
一
高
等
学
校
の

校
章
の
意
匠
で
あ
る
。
一
高
の
第
十
七
回
紀
年
祭

（
一
九
〇
七
年
）
の
記
念
絵
葉
書
（
図
版
）
の
包
紙

に
は
「
上
部
一
列
に
立
て
る
樹
は
柏
葉
に
し
て
マ
ル

ス
の
神
を
あ
ら
は
し
、
下
に
あ
る
一
本
の
樹
は
ミ
ネ

ル
ブマ

マ
の
神
を
表
は
す
橄か
ん

欖ら
ん
樹
な
り
、
共
に
我
が
校
章

に
し
て
文
武
兼
備
を
意
味
す
。」
と
の
解
説
が
あ
る
。

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
前
庭
に
は
一
高
時
代
か

ら
の
オ
リ
ー
ブ
の
古
木
と
齋
藤
阿あ

具ぐ

教
授
自
筆
の

「
橄
欖
」
移
植
記
念
碑
（
一
九
三
三
年
）
が
残
る
。

碑
の
隣
の
説
明
版
は
、
一
高
同
窓
会
の
発
案
に
基
づ

い
て
教
養
学
部
に
よ
っ
て
二
〇
〇
六
年
に
設
置
さ
れ

た
（
拙
稿
「
一
高
の
オ
リ
ー
ブ
」『
東
京
大
学
環
境

報
告
書
二
〇
一
八
』）。
木
に
取
り
付
け
ら
れ
た
「
オ

リ
ー
ブ
」
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
は
他
の
樹
木
と
同
様

に
駒
場
友
の
会
（
当
時
）
の
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。『
教
養
学
部
報
』
で
も
し
ば
し
ば
こ
の
木
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
、「
一
号
館
近
く
の
オ
リ
ー
ブ
の
木
は

東
京
の
寒
空
に
も
緑
の
葉
を
絶
や
さ
ず
ギ
リ
シ
ャ
を

思
わ
せ
、
横
の
マ
ロ
ニ
エ
は
春
と
も
な
れ
ば
パ
リ
を

思
い
出
さ
せ
る
。」（
木
村
陽
二
郎
「
退
官
の
辞
」
第

一
九
三
号
、
一
九
七
三
年
一
月
二
十
三
日
）、「
昭
和

十
二
年
頃
、
旧
制
一
高
の
大
部
屋
と
い
わ
れ
た
教
官

室
で
独
語
の
菅
虎
雄
先
生
が
お
話
し
て
お
ら
れ
た
こ

と
が
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
橄
欖
は
一
高

の
斉
藤
阿
具
先
生
が
、
ご
退
官
記
念
と
し
て
、
本
郷

千
駄
木
町
の
自
宅
か
ら
こ
こ
に
移
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
。」（
鈴
木
光
蔵
「
駒
場
の
小
さ
な
思
い
出
」
第

二
五
八
号
、
一
九
八
〇
年
四
月
十
四
日
）
な
ど
の
記

事
が
あ
る
（
移
植
に
つ
い
て
は
齋
藤
阿
具
邸
↓
本
郷

↓
駒
場
と
す
る
証
言
も
あ
る
）。

こ
の
オ
リ
ー
ブ
は
上
部
が
枯
れ
る
な
ど
か
な
り

弱
っ
て
い
て
心
配
さ
れ
た
が
、
環
境
委
員
会
で
の
議

論
を
経
て
昨
年
一
月
に
剪
定
や
土
壌
改
良
等
の
手
入

れ
が
な
さ
れ
、
碑
も
通
路
側
に
移
さ
れ
た
。
そ
れ
か

ら
は
樹
勢
も
回
復
し
、
元
気
な
葉
を
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。
最
近
の
様
子
は
東
ア
ジ
ア
藝
文
書
院
（
Ｅ

Ａ
Ａ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ー

ト
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
一
高
中
国
人
留
学
生
と

一
〇
一
号
館
の
歴
史
展
―
駒
場
に
眠
る
留
学
生
資
料

と
と
も
に
」
に
映
像
が
あ
り
、
東
大
駒
場
友
の
会
の

二
〇
二
一
年
度
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
私
の
撮
っ
た

オ
リ
ー
ブ
の
写
真
を
載
せ
て
い
た
だ
け
た
。

と
こ
ろ
で
、
寮
歌
「
新に

い

墾は
り
」（
一
九
三
七
年
）
の
一

節「
望
月
の
満
つ
れ
ば
欠
く
る　

嘆
に
も
橄お

り
ぶ欖

の
梢
」

で
も
「
橄
欖
」
が
「
お
り
ぶ
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
オ
リ
ー
ブ
＝
橄
欖
」
の
理
解
は
広
く
定
着
し
て
い

る
が
、
橄
欖
は
カ
ン
ラ
ン
科
（
イ
ン
ド
シ
ナ
原
産
）、

オ
リ
ー
ブ
は
モ
ク
セ
イ
科
（
地
中
海
沿
岸
原
産
）
で
、

本
来
は
別
の
木
で
あ
る
。
こ
の
混
同
は
幕
末
期
の
漢

訳
聖
書
に
お
い
て
オ
リ
ー
ブ
を
橄
欖
と
「
誤
訳
」
し

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
「
橄
欖
」
を
引
く
と
、
両
方
の
木
が
載
っ
て
い
る
。

な
お
、「
東
の
橄
欖　

西
の
オ
リ
ー
ブ
」
の
題
は
平

川
祐
弘
先
生
の
『
東
の
橘　

西
の
オ
レ
ン
ジ
』（
文

藝
春
秋
、
一
九
八
一
年
）
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

オ
リ
ー
ブ
と
橄
欖
が

別
物
で
あ
る
こ
と
は
当

の
一
高
生
の
一
部
も
承
知

し
て
い
た
よ
う
で
、『
校

友
会
雑
誌
』
第
三
五
四

号
（
一
九
三
六
年
二
月
）

所
載
の
石
川
光
春
「
橄

欖
弁
」
に
は
牧
野
富
太

郎
博
士
の
「
オ
リ
ー
ブ

は
橄
欖
で
は
な
い
」
と

い
う
題
の
文
章
が
付
さ

れ
、
西
洋
で
は
オ
リ
ー

ブ
の
実
に
形
状
の
似
た

橄
欖
の
実
を〝C

h
in

ese
 

O
live

〞
と
俗
称
す
る
こ

と
か
ら
、
聖
書
の
漢
訳

者
が
オ
リ
ー
ブ
を
橄
欖

と
翻
訳
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本

家
の
橄
欖
は
都
内
で
は
小
平
市
の
東
京
都
薬
用
植

物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
温
室
に
入
っ
て
す
ぐ
の

所
に
鉢
が
置
か
れ
て
い
た
。
葉
の
形
な
ど
は
オ
リ
ー

ブ
と
は
全
く
異
な
る
。

昨
年
度
の
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
は
、
日
越
大
学
（
ベ
ト

ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
日
越
大
学
）
の
授
業
を
一

コ
マ
担
当
し
た
。
駒
場
開
講
の
予
定
だ
っ
た
が
、
学

生
達
は
ハ
ノ
イ
で
受
講
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と

な
っ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
市
場
で
（
本
家
）
橄
欖
の

実
が
売
ら
れ
て
い
る
写
真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

か
け
、
授
業
で
は
駒
場
の
「
橄
欖
」
や
検
見
川
総
合

運
動
場
ゆ
か
り
の
大
賀
蓮
の
話
も
し
た
（
蓮
は
ベ
ト

ナ
ム
の
国
花
）。
受
講
生
の
一
人
、
フ
ァ
ム
・
ク
イ
ン
・

リ
エ
ン
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
橄
欖
は
〝trám

〞

と
言
い
、〝th

i· t kh
o

 trám

〞
と
い
う
料
理
が
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
豚
肉
と
橄
欖
の
実
の
煮
物

で
、
肉
じ
ゃ
が
の
よ
う
な
味
と
聞
い
た
。C

ookp
ad

な
ど
に
肉
じ
ゃ
が
な
ら
ぬ
肉
橄
欖
の
美
味
し
そ
う
な

写
真
が
載
っ
て
い
る
。
豚
肉
の
か
わ
り
に
魚
を
使
っ

た
〝cá kh

o
 trám

〞
も
あ
る
と
い
う
。「
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
」
云
々
の
話
を
昨
春
以
来
何
度
繰
り

返
し
た
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
橄
欖
も
願
わ
く
は
い
つ

か
ハ
ノ
イ
で
味
わ
っ
て
み
た
い
。

総
合
文
化
研
究
科
准
教
授　

 

超
域
文
化
科
学
専
攻
（
国
文
・
漢
文
学
）

私
が
研
究
者
を
目
指
す
理
由金

子
直
嗣

駒
場
で
研
究
を
始
め
て
五
年
目
、
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
研
究
者
と
な
る
た
め
に
博
士
号
の
取
得
を

目
指
し
て
き
た
。
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
に
も
、
博
士
論
文
の
執
筆
を
開
始
す
る
前
に
な
ぜ

研
究
者
を
志
す
に
至
っ
た
の
か
整
理
し
て
み
た
。
今

回
は
私
が
研
究
職
を
目
指
す
ま
で
の
経
緯
と
、
こ
れ

ま
で
の
大
学
院
で
進
め
て
き
た
研
究
内
容
の
一
部
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

私
は
幼
少
期
か
ら
、
父
親
が
脊
髄
損
傷
に
よ
る
日

常
動
作
の
障
害
に
よ
り
苦
労
す
る
姿
を
見
て
育
っ
て

き
た
。
脊
髄
損
傷
で
は
脳
と
脊
髄
の
連
絡
が
途
絶
さ

れ
て
運
動
機
能
が
障
害
さ
れ
る
。
損
傷
部
位
は
自
然

に
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、
再
び
日
常
動
作
を
獲
得

す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、

父
親
は
運
動
療
法
や
鍼
灸
治
療
な
ど
様
々
な
手
法

を
用
い
た
十
数
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

て
、
自
立
し
て
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
ま
で
回
復

し
た
。
私
は
脳
や
脊
髄
と
い
っ
た
中
枢
神
経
系
が
秘

め
た
可
能
性
を
目
の
当
た
り
に
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
脳
や
脊
髄
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

の
か
、
な
ぜ
父
親
が
失
わ
れ
た
運
動
機
能
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
疑
問
を
抱
い
た
。
現
在
の

指
導
教
員
で
あ
る
中
澤
公
孝
教
授
の
研
究
室
を
訪

れ
た
時
、
私
は
そ
の
答
え
に
近
づ
い
た
気
が
し
た
。

学
部
四
年
生
の
頃
、
研
究
室
見
学
の
際
に
中
澤
教
授

か
ら
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
研
究
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
、
長
期
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
脳
や
脊
髄
の
機
能
と
構
造

が
変
化
す
る
こ
と
、
神
経
科
学
の
分
野
で
発
見
さ
れ

た
新
た
な
知
見
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
応
用
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
後
、
自
分
で
も
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勉
強
を
進
め
て
い
く
上
で
、
父
親
の
回
復
を
裏
付
け

る
科
学
的
な
証
拠
や
更
な
る
回
復
の
可
能
性
を
見
つ

け
た
。
気
づ
け
ば
私
は
神
経
科
学
と
い
う
学
問
に
知

的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
、
中
澤
教
授
の
研
究
室
で
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
応
用
を
見
据
え
た
神
経
科

学
の
研
究
を
す
る
た
め
に
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
意

し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、「
父
親
と
同
じ
よ
う
な
脊
髄
損
傷

患
者
に
対
す
る
運
動
機
能
の
回
復
に
貢
献
で
き
る
研

究
が
し
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
が
私
の
中
に
芽
生

え
、
こ
の
こ
と
が
大
学
院
に
お
け
る
私
の
研
究
テ
ー

マ
選
定
の
契
機
と
な
っ
た
。
私
の
研
究
は
、
脊
髄
損

傷
、
脳
卒
中
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
に
起
因
す
る

運
動
障
害
の
画
期
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
そ
の

成
果
を
応
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
こ
で

運
動
障
害
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら

れ
る
運
動
観
察
と
運
動
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
介
入

手
法
に
つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
運
動

観
察
と
は
他
者
の
動
き
を
客
観
的
に
観
る
こ
と
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
動
き
を
観
る
こ
と
も
そ
の
一

種
と
言
え
る
。
運
動
イ
メ
ー
ジ
と
は
あ
る
動
作
を
頭

の
中
で
想
起
（
イ
メ
ー
ジ
）
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
現
場
で
は
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
運
動
観
察
や
運
動
イ

メ
ー
ジ
は
、場
所
や
器
具
の
制
約
が
少
な
い
こ
と
や
、

身
体
の
一
部
が
怪
我
や
麻
痺
な
ど
に
よ
り
動
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
も
実
施
で
き
る
と
い
う
利
点

を
持
つ
。
私
は
日
常
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響
す
る

歩
行
を
研
究
対
象
と
し
て
、
歩
行
観
察
と
歩
行
イ

メ
ー
ジ
が
脳
や
脊
髄
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
調
べ

て
き
た
。
一
連
の
研
究
か
ら
、歩
行
の
観
察
と
イ
メ
ー

ジ
の
併
用
、
す
な
わ
ち
歩
行
を
観
察
す
る
と
同
時
に

頭
の
中
で
歩
く
イ
メ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
を
実
施
す
る
と
き
よ
り
も
神
経
活
動
が

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に

興
味
深
い
の
が
運
動
野
に
お
け
る
神
経
活
動
の
変
化

で
あ
る
。
運
動
野
は
手
足
を
動
か
す
な
ど
の
簡
単
な

動
作
か
ら
歩
行
動
作
、
複
雑
な
ス
ポ
ー
ツ
動
作
に
至

る
ま
で
様
々
な
運
動
を
制
御
す
る
脳
部
位
で
あ
る
。

私
は
他
者
の
歩
行
を
観
察
し
つ
つ
自
ら
歩
行
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
描
い
た
際
の
運
動
野
の
活
動
が
、
実
際
に

歩
い
て
い
る
と
き
の
活
動
と
驚
く
ほ
ど
似
通
っ
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
。
つ
ま
り
、
実
際
に
は
歩
い
て

い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
歩
行
を
観
察
し
な
が
ら
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
運
動
野
は
あ
た
か
も
歩
い
て

い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果

は
、
運
動
の
観
察
と
イ
メ
ー
ジ
の
併
用
が
実
際
に
身

体
を
動
か
せ
な
い
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

も
有
効
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
現
在
は
運

動
の
観
察
と
イ
メ
ー
ジ
の
併
用
を
組
み
入
れ
た
新
た

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

上
記
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
多
く
の
研
究
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
熱
意
だ
け
で
は
研
究
を
進
め

る
こ
と
は
難
し
く
、
中
澤
教
授
を
は
じ
め
、
助
教
の

先
生
、ポ
ス
ド
ク
研
究
員
、大
学
院
生
、事
務
の
方
々
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
研

究
に
精
一
杯
取
り
組
む
が
で
き
た
。
周
囲
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
、
自
身
が
研
究
者
を
志
す
動
機
と
そ

の
熱
意
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
。
現
在
も
変
わ
ら
ず
、
父
親
が
苦
労
し
て
き

た
脊
髄
損
傷
を
起
因
と
す
る
運
動
障
害
を
克
服
す

る
た
め
の
有
効
な
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
私
の
研
究

意
欲
の
根
幹
に
あ
る
。
い
つ
か
私
の
研
究
成
果
が
父

親
を
始
め
と
す
る
障
害
を
患
う
方
々
の
機
能
回
復
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科　

広
域
科
学
専
攻　

 

生
命
環
境
科
学
系　

身
体
運
動
科
学
研
究
室 

（
中
澤
公
孝
研
究
室
）　

博
士
課
程
三
年

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
に
向
け
て
の
取
り
組
み受田

宏
之

東
京
大
学
で
は
近
年
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」（
多
様
性
と
包
摂
性
）
と
い
う

理
念
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
学
問
の

基
礎
を
学
ぶ
前
期
課
程
の
あ
る
駒
場
の
役
割
は
重
要

で
す
。
大
学
本
部
で
は
、
前
期
課
程
の
学
生
に
向
け

て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
理

念
に
か
か
わ
る
動
画
を
作
成
し
、
七
月
末
よ
り
Ｉ
Ｔ

Ｃ
│

Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
上
で
、
前
期

課
程
の
学
生
全
員
が
視
聴
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま

し
た
。
動
画
は
、（
一
）
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、（
二
）

合
理
的
配
慮
と
環
境
整
備
、（
三
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、（
四
）

多
様
な
性
的
指
向
と
性
自
認
、（
五
）
性
的
同
意
、

の
五
編
か
ら
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
東
大
生
と
し

て
、お
よ
び
一
人
の
人
間
と
し
て
、こ
れ
だ
け
は
知
っ

て
お
い
て
も
ら
い
た
い
、
さ
ら
に
は
自
ら
の
あ
り
様

を
反
省
的
に
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
し
て
欲
し
い
、

と
い
う
思
い
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
動
画
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
先
生
方
（
熊
谷
晋
一
郎
、瀬
地
山
角
、四
本
裕
子
、

清
水
晶
子
（
敬
称
略
））
と
学
生
団
体
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ａ
と
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
）
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
、
前
期
課
程
で
は
、
本
部
や
学
生
団
体
と

連
携
し
つ
つ
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
正
規
授
業
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
駒

場
に
は
学
際
性
や
寛
容
さ
の
伝
統
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
知
の
先
端
を
担
い
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自

由
で
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
る
た
め
の
仕
組
み

を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
文
化
研
究
科 
文
系
副
研
究
科
長
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＜一般会計＞

(単位：円)

予　算　額 決　算　額 差　　異 備考

Ⅰ　事業活動収支の部

　1．事業活動収入

(1) 会費収入 ①通常会員会費収入 1,600,000 1,474,000 126,000

②会友会費収入 5,800,000 5,920,000 △ 120,000

③終身会員会費収入 500,000 657,000 △ 157,000

　　　　会費収入計 7,900,000 8,051,000 △ 151,000 注１

(2) 寄付金収入 ①学生のための寄付金収入 3,000,000 4,059,000 △ 1,059,000

　　　　寄付金収入計 3,000,000 4,059,000 △ 1,059,000

(3) 事業収入 ①保護者と教養学部長との懇談会 900,000 0 900,000

②活動報告会 0 0 0

③食関連セミナー 50,000 229,000 △ 179,000

④秋の講演会 50,000 0 50,000

⑤父母向けイベント 50,000 0 50,000

⑥カレンダー事業 50,000 7,200 42,800

　　　　事業収入計 1,100,000 236,200 863,800

(4) その他収入 ①受取利息収入 500 546 △ 46

②雑収入 1,000 0 1,000

　　　　その他収入計 1,500 546 954

　　　　　　事業活動収入　計 12,001,500 12,346,746 △ 345,246

　２．事業活動支出

(1) 事業費支出 ①給料手当支出 1,000,000 1,000,000 0

②臨時雇賃金支出 20,000 0 20,000

③福利厚生費支出 300,000 300,000 0

④会議費支出 500,000 23,488 476,512

⑤旅費交通費支出 10,000 5,500 4,500

⑥通信運搬費支出 1,000,000 694,077 305,923

⑦消耗品費支出 210,000 206,517 3,483

⑧印刷製本費支出 1,000,000 682,035 317,965

⑨賃借料支出 60,000 0 60,000

⑩委託費支出 1,110,000 1,100,016 9,984

⑪諸謝金支出 245,000 245,000 0

⑫寄付支出 4,500,000 2,740,580 1,759,420

⑬雑支出 75,000 72,203 2,797

　　　　事　業　費　支　出　計 10,030,000 7,069,416 2,960,584

(2) 管理費支出 ①給料手当支出 400,000 400,000 0

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 0 0 0

④会議費支出 100,000 3,769 96,231

⑤旅費交通費支出 3,500 0 3,500

⑥通信運搬費支出 250,000 224,352 25,648

⑦消耗品費支出 100,000 67,581 32,419

⑧印刷費支出 100,000 80,039 19,961

⑨光熱水料費支出 120,000 78,514 41,486

⑩事務室賃借料支出 220,000 215,876 4,124

⑪会員証作成費支出 300,000 160,830 139,170

⑫入会勧誘活動費支出 180,000 173,470 6,530

⑬会費等振込料負担金支出 700,000 536,066 163,934

⑭委託報酬支出 1,100,000 1,093,732 6,268

⑮雑支出 10,000 5,280 4,720

　　　　管　理　費　支　出　計 3,583,500 3,039,509 543,991

　　　　　　事業活動支出　計 13,613,500 10,108,925 3,504,575

　　　　　　　　事業活動収支差額 △ 1,612,000 2,237,821 △ 3,849,821

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　　　投資活動収入　計 0 0 0

　２．投資活動支出

　　　　　　投資活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　　　財務活動収入　計 0 0 0

　２．財務活動支出

　　　　　　財務活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　財務活動収支差額 0 0 0

(1,000,000)

0 0

　　　　　　　　税引前当年度収支差額 △ 1,612,000 2,237,821 △ 3,849,821

　　　　　　　　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

　　　　　　　　当年度収支差額 △ 1,682,000 2,167,821 △ 3,849,821

　　　　　　　　前年度繰越収支差額 10,316,556 10,316,556 0

　　　　　　　　次年度繰越収支差額 8,634,556 12,484,377 △ 3,849,821

注２：予備費使用額　事業費支出－消耗品費支出80,000円、委託費支出710,000円、諸謝金支出185,000円、雑支出25,000円。

収 支 計 算 書
2020年４月１日から2021年３月３１日まで

勘　　定　　科　　目

注１：会費収入に含まれている前年度前受金額は、通常会員会費収入889,000円、会友会費収入3,176,000円です。

Ⅳ　予備費支出 注２
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【
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
へ
の
寄
付
】 

御
礼
と
ご
報
告

会
長 

浅
島
誠

昨
年
十
一
月
よ
り
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
「
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
へ
の
寄
付
」
に
は
、

二
二
七
名
の
方
か
ら
合
計
一
、八
四
四
、〇
〇
〇
円
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
教
養
学
部
と
協
議
し
学
生
が
安
全
に
学
べ
る

環
境
の
整
備
と
拡
充
の
た
め
、
従
来
の
「
学
生
の
た

め
の
寄
付
」
へ
の
ご
協
力
分
と
合
わ
せ
、
駒
場
図
書

館
の
図
書
自
動
貸
出
機
一
台
と
講
義
棟
や
体
育
館
等

に
設
置
す
る
非
接
触
型
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
三
五
台
の
寄
贈
を
今
年
三
月
〜
四
月
に
完

了
い
た
し
ま
し
た
（
費
用
合
計
二
、六
二
五
、一
五
〇

円
、
二
〇
二
一
年
度
会
計
に
計
上
）。
今
後
も
有
意

義
な
寄
付
事
業
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

― 

友
の
会
よ
り
、
各
種
ご
案
内 

―

「
高
校
生
と
大
学
生
の
た
め
の 

金
曜
特
別
講
座
」受
講
の
ご
案
内

東
京
大
学
教
養
学
部
で
は
、
高
校
生
の
進
学
意

欲
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
高
校
生
と
大
学
生
の
た

め
の
金
曜
特
別
講
座
」
と
い
う
無
料
の
公
開
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
四
〇
〇
回
以

上
開
講
し
て
お
り
、
毎
回
、
東
京
大
学
の
教
員
が
、

自
ら
の
専
門
分
野
の
面
白
さ
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
、
六
〇
分
間
の
熱
い
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
高
校
ま
で
の
基
礎
教
育
と
、
大
学
か
ら

の
専
門
教
育
の
間
に
存
在
す
る
べ
き
「
進
路
選
択
の

た
め
の
教
育
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
講
座
は
、
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
と
し
て
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
二
〇
二
一
年
度
・
冬
学
期
の
金
曜
講
座
に

つ
き
ま
し
て
も
、
東
大
駒
場
友
の
会
の
会
員
の
皆
様

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
た
だ
し
、
二
〇
二
二
年
度
・
夏
学
期
以

降
も
継
続
し
て
金
曜
講
座
を
受
講
可
能
か
ど
う
か

は
、
現
段
階
で
は
未
定
で
す
）

二
〇
二
一
年
度
・
冬
学
期
の
金
曜
講
座
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
同
封
チ
ラ
シ
記
載
の
通
り
で
す
。
九
月

二
四
日
か
ら
十
二
月
ま
で
の
ほ
ぼ
毎
週
、
お
よ
び
一

月
二
一
日
と
一
月
二
八
日
の
金
曜
日
、
十
七
時
三
〇

分
か
ら
十
九
時
ま
で
開
講
し
ま
す
。
講
座
終
了
後
、

質
疑
応
答
を
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
退

室
は
自
由
で
す
。
受
講
希
望
の
方
は
、h

ttp
s://bit.

ly/3D
JjvF
k

ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ー
ム

よ
り
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
手
続
き
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
直
前
に

お
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
も
講
座
の
受
講
に
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
質
問
等
へ
の
ご
回
答
に
は
一
週
間
ほ

ど
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
う

ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ご
質
問
等
は
、
東
大
駒
場
友
の
会
事
務
局
内
の
金

曜
講
座
担
当
窓
口
ま
で
、
電
子
メ
ー
ル
に
てtom

o

n
ok
ai.friday.lectu

re@
gm
ail.com

宛
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
電
話
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
東
大
駒
場
友
の
会
お
よ
び
金
曜
講
座
事
務
局

で
は
ご
質
問
に
ご
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
金
曜
講
座
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
ttp://h

igh
-sch
ool.c.u

-tok
yo.ac.jp

/

別紙

◆
第
七
二
回 

駒
場
祭

十
一
月
二
一（
日
）〜
二
三
日（
火
・
祝
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

詳
細
は
駒
場
祭
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

h
ttp
s
://w
w
w
.k
o
m
a
b
a
s
a
i.n
e
t/7
2
/p
re
/

h
o
ld

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
駒
場
博
物
館
・
次
回
展
示

九
月
十
八
日（
土
）〜
十
一
月
二
八
日（
日
）  

※
要
予
約

＊C
O

N
N

E
C

T
IN

G
 A

R
T

IF
A

C
T

S
 

 
つ
な
が
る
か
た
ち
展 0

1

＊
久
保
亮
五
生
誕
百
年
記
念

「
原
理
の
学
」
に
魅
せ
ら
れ
て
│

物
理
学
者
・
久
保
亮
五
の
研
究
と
人
生 

展

詳
細
は
駒
場
博
物
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

h
ttp
://m
u
se
u
m
.c.u
-to
k
yo
.a
c.jp
/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
友
の
会
主
催
行
事
の
ご
案
内

＊
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場

＊
秋
の
講
演
会

い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
で
す
。

日
時
、
申
込
み
方
法
等
は
決
定
次
第
、
当
会
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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